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小学部： 寝屋川市、大東市、四條畷市

中学部： 寝屋川市

高等部： 寝屋川市、門真市

（守口支援学校中学部卒業予定者を含む）

通学区域

大阪府立寝屋川支援学校校歌

通学

学校付近略図・アクセス

▶スクールバス

民間委託で無料（平成29年度は12台）

▶Ａ通学（中学部・高等部のみ）

担任・保護者相談のうえ、スクールバスの
バス停まで１人で安全に通学が可能な生徒

▶自主単独通学（高等部のみ）

担任・保護者相談のうえ、 １人で公共交通
機関等を利用し、安全に通学が可能な生徒

大阪府立寝屋川支援学校
〒572-0854 大阪府寝屋川市寝屋川公園2100番地
TEL： 072-824-1024（代表・小学部） ／ 072-824-1025（中学部ダイヤルイン）

072-824-1044（高等部ダイヤルイン）
072-824-1734（北河内支援学校相談サポートセンター ｜ KSC）

FAX： 072-824-3709
ホームページ： http://www.osaka-c.ed.jp/neyagawa-y/

▶JR片町線（学研都市線）をご利用の方

・「東寝屋川」駅下車 北東へ約0.9㎞
・「星田」駅下車 西へ約1.2㎞

▶京阪電鉄をご利用の方

・「寝屋川市」駅前より、
京阪バスで「大阪病院前」下車 西へ500m

この学校案内は1,000部作成し、一部あたりの単価は約30円です。



新春お楽しみ大会（中）
音楽会（高）

入学式、新入生歓迎会
家庭訪問
プール学習
学校見学会

小学部 中学部 高等部

▶ 意欲を持って生き生きと活動するこども ▶ ゆれうごく心とからだ、自分さがしから自分づくりへ ▶ 輝かそう青春、一人ひとりが主人公

高学年の時間割（例） 中学部１年生の時間割（例）

月 火 水 木 金
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高等部１年生の時間割（例）活動の様子 活動の様子
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活動の様子

本校は、昭和50年４月に大阪府における第８番目の養護学校（知的障がい）として開校されました。

平成20年度に大阪府立の盲・聾・養護学校が「支援学校」と名称が変更されたことにともない、本校も平成20年４月１日より「寝屋川養護学校」から、「寝屋川支援学校」と校名変更いたしました。

学校は、寝屋川公園に隣接し、四季折々の自然が楽しめ、自然環境に恵まれたところにあります。

校歌にも「若竹さやぐ学び舎」「小鳥群れ飛ぶ学び舎」「稲穂のたれる学び舎」とそれぞれ綴られています。

行事等 本校の特色

主な全校行事 主な学部行事

その他にも
・宿泊学習、校外学習、遠足
・安全学習（火災、地震、交通）
・交流学習

など様々な行事があります

１
学
期

支援学校のセンター的機能をいかんなく発揮できる体制を整
え、『相談サポート』『研修サポート』『自立サポート』の
３つのサポートの充実を図っていきます。また、北河内地区
の５支援学校（寝屋川支援学校、守口支援学校、枚方支援学
校、交野支援学校、交野支援学校四條畷校）が協働し、さら
に福祉等関係機関と連携を強化し、相談事例をつなぐことで
トータルコーディネーションの実現をめざします。

高等部コース制 北河内支援学校相談サポートセンター（KSC）

相談サポート

北河内地区の学
校・園などの先生
を対象に支援教育
にかかわる研修を
実施します。

自立サポート

支援の必要な子ど
もに、本人・保護
者・学校の先生か
らの相談を受け、
個々に応じた適切
な支援を一緒に考
えます。

研修サポート

卒業後のアフター
フォロー、生活自
立、社会自立、就
労支援を目的とし
て、就労支援機関、
企業、医療、福祉
事業所との連携・
相談を行います。

２
学
期

３
学
期

運動会
秋季体力作り、学校見学会
創立記念日、鑑賞会
学習発表会

冬季体力作り
学習展示会
卒業生を送る会
卒業式

前期児童生徒会役員選挙
スポーツ大会（中）
修学旅行（中３、高３）
七夕の集い（小）

修学旅行（小6）
後期児童生徒会役員選挙

高等部では、生徒一人ひとりが卒業後の生活自立・社
会自立を意識して主体的に学習活動を行うために、２
年生からコース制を実施しています。豊かな社会生活、
家庭生活を送るために必要な知識や技能や態度につい
て学習することに加えて、卒業後の進路に向けた学習
にも取り組みます。

就労支援コース 生活自立コース社会自立コース

自己実現に向け
ての生活技能や
社会生活に必要
なルール、ビジ
ネスマナーにつ
いて、座学や実
習を通じて学習
します。

座学や実習を通
じて身辺自立や、
社会的なルール、
ソーシャルスキ
ル等について学
習します。

身辺自立や生活、
健康に関して、
発達段階に応じ
た実践的な学習
を反復して行い
ます。
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7 帰りの会 帰りの会

※ わくわくタイム： ５，６学年で、絵本等の読み聞かせやダン
ス、ルールのある遊び等を通して人間関係や興味関心、社会
性を広げる活動を行う。

※ なかよし： ４～６学年の縦割りグループで、散歩や中庭遊び、
スポーツ、音楽等を行う。

※ 選択： スポーツ、音楽、英語、ウォーキング等の学部縦割りの
授業で、興味関心のある科目を選択して行う活動です。

※ 作業： 木工園芸、布加工、窯業の３グループに分かれ、各分野

ごとの取り組みをします。

※ 作業A： 木工、窯業、家庭、園芸の４つの科目に分かれて活動
します。

※ 作業B： グループに分かれて、軽作業や清掃を行います。

※ チャレンジ： 総合的な学習の時間として、スポーツや芸術等の
活動をします。


